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（３）広報伊丹■２０２３（令和５）年３月１５日 第１４９０号

伊
丹
広
報
３
面

０
３
１
５
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❼
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❾
岡
10
井
11
井
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オンライン手続きで
よりスムーズに！

引
っ
越
し
時
に
は
、
住
民
異
動
届

（
転
入
・
転
出
・
転
居
届
）
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
の
種
類
と

期
間
、
必
要
な
書
類
な
ど
は
右
表
の

通
り
。

★
転
出
届
は
来
庁
不
要
の
方
法
も

市
外
へ
引
っ
越
し
す
る
人
は
、
市

役
所
に
行
か
ず
に
転
出
届
の
申
請
が

で
き
ま
す
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
手
続
き
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
手
続

き
で
き
ま
す
（
事
前
に
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
の
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
）
。

新
住
所
に
住
み
始
め
る
３０
日
前
か

ら
住
み
始
め
た
日
以
降
１０
日
以
内
に

手
続
き
を
。

手
続
き
方
法
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り
可
）
で
確
認
を
。

【
郵
送
で
手
続
き
】
引
っ
越
し
の

日
の
１４
日
前
か
ら
手
続
き
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
市
市
民
課
に
問
い
合

わ
せ
を
。

★
転
入
・
転
居
届
は
事
前
の
電
子
申

請
で
ス
ム
ー
ズ
に

事
前
に
電
子
申

請
（
下
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
読
み
取

り
可
）
で
質
問
に

答
え
る
と
手
続
き
や
持
ち
物
が
分
か

り
、
来
庁
後
の
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
ま
す
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

通
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
転
出
届
を
し

た
人
は
事
前
の
申
請
不
要
）
。

回
答
後
に
表
示
す
る
二
次
元
コ
ー

ド
を
市
役
所
窓
口
に
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
（
各
支
所
・
分
室
で
は
対
応

し
て
い
ま
せ
ん
）
。

★
証
明
書
の
交
付
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
市
役
所
に
行
か
ず
に
次

の
証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

【
住
民
票
の
写
し
・
※
印
鑑
登
録

証
明
書
】
コ
ン
ビ
ニ
交
付
（
※
は
登

録
済
み
の
本
人
に
限
る
）
を
利
用
す

る
と
手
数
料
１
通
２００
円
（
窓
口
は
３００

円
）
。

【
戸
籍
関
係
証
明
】
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
下
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
読
み

取
り
可
）
か
ら
電

子
申
請
を
。
３
月

３１
日
ま
で
基
本
郵
送
料
が
無
料
で
す
。

＊

＊

３
月
〜
５
月
上
旬
は
、
窓
口
が
込

み
合
い
、
手
続
き
に
時
間
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
市
市
民
課
!

７８４
・
８
０
３
８
。

#
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#
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#
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%
#
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#
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#
%
#
%
#
%
#
%
#
%
#
%
#
%
#
%
#
%
#
%
#
%
#
%
#
%
#
%
#
%
#
%
#
%
#
%

１
周
年
を
前
に

か
き
も
り

昨
年
４
月
２２
日
、
柿
衞
文
庫
・
美

術
館
・
工
芸
セ
ン
タ
ー
・
伊
丹
郷
町

館
、
そ
し
て
機
能
移
転
し
た
博
物
館

を
統
合
し
た
「
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ

ア

イ

ム

ア
ム
（
通
称
「
Ｉ’
Ｍ
」
）
」
が
開
館
し

て
か
ら
、
間
も
な
く
１
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。

「
酒
と
文
化
の
薫
る
ま
ち
」
を
テ

ー
マ
に
、
美
術
・
工
芸
・
俳
諧
・
歴

史
の
各
分
野
に
及
ぶ
資
料
の
収
集
保

存
と
活
用
、
幅
広
い
世
代
が
楽
し
め

る
さ
ま
ざ
ま
な
展
覧
会
を
は
じ
め
、

講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
教
育
普
及

活
動
、
伊
丹
の
酒
造
り
を
伝
え
る
旧

岡
田
家
住
宅
・
酒
蔵
と
旧
石
橋
家
住

宅
の
継
承
と
公
開
、
文
化
財
の
活
用

な
ど
、
多
彩
な
芸
術
文
化
を
市
内
外

に
広
く
発
信
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
伊
丹
は
「
酒

と
文
化
の
薫
る
ま
ち
」
と
い
わ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
伊
丹
の
酒
の
始
ま
り
に
つ
い

ひ

て
は
、
鴻
池
に
建
て
ら
れ
た
碑
に
、

慶
長
５
（
１
６
０
０
）
年
に
武
将
の

し
か

の

す
け
ゆ
き
も
り

山
中
鹿
之
助
幸
盛
の
子
で
あ
る
山
中

し
ん
ろ
く
ゆ
き
も
と

新
六
幸
元
が
、
濁
り
酒
で
は
な
い
清

酒
の
醸
造
に
成
功
し
て
財
を
成
し

た
、
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
じ

伊
丹
の
酒
は
麹
と
掛
米
両
方
に
精

白
米
を
惜
し
み
な
く
使
っ
た
こ
と
か

ら
「
伊
丹
諸
白
」
と
呼
ば
れ
て
珍
重

さ
れ
、
江
戸
で
は
将
軍
の
御
膳
酒
に

な
る
ほ
ど
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

ま
た
、
京
の
都
と
西
国
を
結
ぶ
西

国
街
道
が
通
っ
て
お
り
、
か
つ
て
は

大
名
の
参
勤
交
代
路
と
し
て
利
用
さ

ぼ
っ
か
く

れ
た
り
、
銘
酒
を
求
め
て
文
人
墨
客

が
訪
れ
た
り
す
る
な
ど
、
人
々
の
往

来
が
盛
ん
で
し
た
。

酒
造
業
の
発
展
の
お
か
げ
で
経
済

力
を
持
っ
た
伊
丹
の
旦
那
衆
は
、
京

や
大
坂
か
ら
一
流
の
師
を
招
き
、
質

の
高
い
文
化
を
取
り
入
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
酒
を
仲
立
ち
と

し
て
取
り
入
れ
た
文
化
は
後
に
伊

丹
独
自
の
文
化
と
し
て
発
展
し
、

今
も
根
強
く
残
っ
て
い
る
の
で

す
。こ

の
よ
う
に
、
伊
丹
の
文
化
は

酒
と
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関

係
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
目

ま
ぐ
る
し
い
変
化
の
中
で
も
今
日

ま
で
文
化
を
大
切
に
守
り
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
は
、
多
く
の
人
々
の

努
力
に
よ
り
後
世
に
バ
ト
ン
を
つ

な
い
で
く
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

今
度
は
我
々
が
そ
の
バ
ト
ン
を

受
け
継
ぎ
、
「
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
な
ら
で
は
の
方
法
で
伊

丹
の
文
化
を
後
世
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
!

７７２
・
５
９
５
９
。

市立伊丹ミュージアム（通称「I’M」）
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第
２０
回
伊
丹
子
ど
も
市
展

入
賞
作
品
を
決
定

市
教
委
は
、
「
第
２０
回
伊
丹
子
ど

も
市
展
」
の
入
賞
・
入
選
作
品
を
決

定
し
ま
し
た
。

書
・
絵
画
の
２
部
門
に
市
内
外
の

幼
児
〜
中
学
生
計
７８２
点
の
応
募
が
あ

り
、
う
ち
５２５
点
が
入
選
。

主
な
入
賞
者
は
次
の
通
り
（
敬
称

略
）
。

【
書
の
部
】
▽
市
長
賞
"
豊
田
航

大
（
西
中
３
年
）
▽
議
長
賞
"
長
安

哲
慈
（
鴻
池
小
１
年
）
▽
教
育
長
賞

"
櫻
井
博
登
（
尼
崎
市
立
尼
崎
北
小

４
年
）
。

【
絵
画
の
部
】
▽
市
長
賞
"
宮
川

由
愛
（
東
中
３
年
）
▽
議
長
賞
"
島

田
千
衣
（
荒
牧
中
２
年
）
▽
教
育
長

賞
"
辻
田
瑛
夏
（
伊
丹
く
じ
ら
保
育

園
年
長
）
。

問
中
央
公
民
館
!

７８４
・
８
０
０

０
。

◆
毎
月
１９
日
は
一
句
の
日
「
伊
丹
一

句
（
１９
）
の
日
」
を
開
催

応
募
期

間
は
、
３
月
１９
〜
２１
日
。
市
立
伊
丹

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
投
句
で
き
ま
す
。

無
料
（
特
撰
・
入
選
者
に
は
賞
品

あ
り
）
。

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
!

７７２

・
５
９
５
９
。

◆
「
超
・
簡
単
俳
句
入
門
コ
ー
ス
」

俳
句
講
座
を
開
催

４
〜
６
月
の
第

４
土
曜
（
全
３
回
）
午
後
１
時
半
、

ア
イ
ホ
ー
ル
で
。

定
員
２０
人
。
受
講
料
１
千
５００
円
。

'
午
後
１
〜
６
時
に
市
俳
句
協
会

の
南
北
さ
ん

へ
。
先
着
順
。

◆
学
芸
員
の
歴
史
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
を
開
催

▽
３
月
１９
日
午
後

４
時
▽
２６
日
午
前
１１
時
、
午
後
４
時

の
日
曜
、
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
。定

員
各
１０
人
。
無
料
。

当
日
直
接
、
同
館
２
階
の
事
務
室

前
に
集
合
。
先
着
順
。

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
!

７７２

・
５
９
５
９
。

◆
春
期
工
芸
実
技
講
座
を
開
催

市

立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
春
期
工
芸

実
技
講
座
を
次
の
通
り
開
催
し
ま

す
。【

手
織
講
座
「
手
織
の
あ
る
暮
ら

し
を
楽
し
む
」
】
４
月
１１
日
〜
７
月

４
日
の
火
曜
（
４
月
１２
日
は
水
曜
。

全
１４
回
）
午
前
１０
時
半
。

受
講
料
５
万
６
千
円
。

【
陶
芸
講
座
「
丹
波
焼
陶
芸
講
座

〜
初
心
者
で
も
で
き
る
陶
芸
」
】
４

月
２１
日
〜
６
月
１６
日
の
金
曜
（
全
８

回
）
午
後
２
時
。

受
講
料
１
万
８
千
円
。

【
銅
版
画
講
座
「
基
礎
か
ら
応
用

・
創
作
ま
で
」
】
４
月
２２
日
〜
６
月

１７
日
の
土
曜
（
全
８
回
）
午
前
１０
時

半
。受

講
料
２
万
２
千
４００
円
。

【
デ
ッ
サ
ン
講
座
「
と
こ
と
ん
描

こ
う

デ
ッ
サ
ン
＆
水
彩
画
」
】
５

月
１１
日
〜
６
月
２９
日
の
木
曜
（
全
８

回
）
午
前
１０
時
半
。

受
講
料
１
万
８
千
円
。

【
※
染
色
講
座
「
『
あ
か
色
』
を

染
め
る
」
】
６
月
２４
日
㈯
、
３０
日
㈮
、

７
月
８
日
㈯
（
全
３
回
）
午
前
１０
時

半
。受

講
料
１
万
２
千
円
。

＊

＊

定
員
各
１６
人
（
※
は
天
然
染
色
経

験
者
）
。
材
料
費
な
ど
別
。

'
３
月
１７
日
か
ら
電
話
で
市
立
伊

丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
!

７７２
・
５
５
５
７

へ
。
先
着
順
。

&$&$&$&$&$&$&$&$&$&$&$&$&$&$&$&$&$&$&$&$&$&$&$

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

３
月
２０
日
ま

で

郵
便
局
の
申
請
で
商
品
券

３
月
２０
日
㈪
ま
で
、
市
内
全
て
の

郵
便
局
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
が
で
き
ま
す
。
郵
便
局
で
同
カ

ー
ド
を
申
請
し
た
人
は
２
千
円
分
の

商
品
券
の
付
与
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
・
定
員
は
、
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
り
３
月
以
降
に
郵
便
局
で
同

カ
ー
ド
の
申
請
手
続
き
を
し
た
千

人
。
先
着
順
。

受
付
時
間
は
、
月
〜
金
曜
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
。
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
は
後
日
、
市
役
所
と
な
り
ま
す
。

問
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
郵
便

局
申
請
サ
ポ
ー
ト
事
務
局
!

０
５
７

０
・
０
７
８
９
３
０
。

◎
日
曜
に
手
続
き
「
窓
口
休
日
開
庁
」

３
月
２６
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
、
市
役
所
１
階
の
市
民
課
窓
口

で
。

◎
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
予
約
で
待
ち

時
間
が
短
く

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
受
け
取
り
予
約
が
で
き
ま
す
。

予
約
に
は
、
交
付
通
知
書
に
記
載

し
て
い
る
製
造
管
理
番
号
（
は
が
き

右
上
）
が
必
要
で
す
。

予
約
は
受
け
取
り
希
望
日
の
４
開

庁
日
前
ま
で
に
▽

予
約
サ
イ
ト
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
▽
市
市
民
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当
に
電
話
を
。

＊

＊

問
市
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当

!

７８４
・
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新型コロナワクチン
小児のオミクロン株対応２価

小児の新型コロナワクチン接種に
ついて、オミクロン株対応２価ワク
チンの接種を個別医療機関で開始し
ます。
【対象】５～１１歳で!本市に住民
票がある!初回接種か３回目接種を
完了し、最後の接種から３カ月以上
経過した――人。
予約開始日など詳
しくは、市ホームペ
ージ（二次元コード
から読み取可）で確
認を。
市新型コロナワクチン接種推進班

!７６４-５８７０

届け出の種類・期間など

必要なもの

本人確認書類▷転出証明書（前住
所地の市区町村で発行したもの。
特例転出した場合は不要）▷マイ
ナンバーカードか住基カード（持
っている人のみ）▷特別永住者証
明書か在留カード（外国籍の人）

▷国民健康保険証（加入者のみ）
▷本人確認書類

本人確認書類▷国民健康保険証
（加入者のみ）▷マイナンバーカ
ードか住基カード（持っている人
のみ）▷特別永住者証明書か在留
カード（外国籍の人）

期間など

▷引っ越しした日から１４日以内
▷特例転入（マイナンバーカー
ドや住基カードを使った転入）
とマイナンバーカード・住基カ
ードの更新、外国籍の人の取り
扱いは市役所のみ

▷引っ越しする前（おおむね１４
日前から受け付け）▷オンライ
ン・郵送での手続きができます

▷引っ越しした日から１４日以内
▷マイナンバーカード・住基カ
ードの更新と外国籍の人の取り
扱いは市役所のみ

種類

転入届
（本市に転入した。
あらかじめ前住所地
での転出届が必要）

転出届
（市外へ転出する）

転居届
（市内で転居した）


